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２　解析方法
2.1　対象期間・項目

　対象期間は，2006年度から2011年度までの６年間とし，
項目については風向１時間値データを対象とした。

2.2　対象日・時刻

　光化学オキシダント情報・注意報の発令日2）～7）を対象と
し，発令日の発令頻度の高い13時から15時までの高倉山測
定局の風向との関連性を検討した。

2.3　対象とした発令地域（市町村）と発令地域分類

　本県では発令地域を市町村の区域としている7）。2009年
度から全県を発令地域としているが，今回2006年度から
2011年度までを対象期間としたことから，県南部の発令地
域を解析の対象とした。本県地図（市区町村界あり）は図
１に示したとおりであり，高倉山，岡山県庁及び環境保健
センターの位置を参考のため地図上に示した。解析にあ
たり，表２に示したとおり県南部の発令地域を大きく中央
部・東部・西部の３つに分類した。

１　はじめに
　高倉山測定局は表１に示すとおり，県南部の赤磐市の
高倉山山頂（標高460ｍ）に岡山市が設置した気象測定局
であり，県の測定局で唯一高層の気象データを観測してい
る。
　本県では光化学オキシダント濃度が0.1ppm以上となり
継続することが予想される場合に情報を，0.12ppm以上と
なり継続することが予想される場合に注意報を発令してい
る1）。発令状況については例年倉敷市の発令回数が最も多
いが，年度により県南西部や南東部の市町村に発令地域が
偏ることもあることから，県南部の光化学オキシダント情
報・注意報の発令状況に着目して，高倉山測定局の風向と
の関連性を検討した。
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表１　高倉山測定局の属性情報

表２　発令地域分類と市町村の関係

岡山県環境保健センター年報　36,　17-20,  2012



18　　岡山県環境保健センター年報

　表４に年度別の発令地域パターン割合を示した。６年間
の合計では最も多いのは「中央部」で54.4％，２番目に多
いのは「中央部＋西部」で17.9％，３番目に多いのは「中
央部＋東部」9.8％，以下「東部」8.0％，「全域」5.4％，
「西部」3.6％，「東部＋西部」0.9％の順であった。年度別
に見ると2006年度は「中央部」と「中央部＋東部」の割合
が多く，2007年度と2009年度は「中央部」と「中央部＋西
部の」割合が多い。2008年度は「中央部」の割合が多く，
2010年度と2011年度はパターンの偏りが少ないなど，年度
によって発令地域パターンにばらつきがみられた。

3.2　発令地域パターン別の高倉山測定局の風向頻度

　表５に発令地域パターン別の高倉山測定局の13時から15
時までの風向頻度を示した。また，それを円グラフに示し
たのが図２である。
　「中央部」ではSSWとSWがそれぞれ14.8％と最も多
く，ついでSSEが13.7％，Sが13.1％，WSWが8.2％，ESEが
7.1％，SEとWがそれぞれ5.5％などとなっていた。南より
の風（風向にSの入っているもの）の頻度の合計は77.2％で
あった。
　「中央部＋東部」では，SWが21.2％，SSWとWSWがそ
れぞれ18.2％などとなっており，南寄りの風の頻度の合計
は72.8％，西よりの風（風向にWの入っているもの）の頻
度の合計は72.7％であった。
　「中央部＋西部」では，SWが20.0％，SSWが13.3％，S
とSSEがそれぞれ11.7％などとなっており，南よりの風の
頻度の合計は85.0％，東よりの風（風向にEの入っているも
の）の頻度の合計は46.7％であった。
　「東部」ではSWが44.5％と最も多く，SSWが18.5％，S
とWSWがそれぞれ14.8％などとなっており，南よりの風の
頻度の合計は100％，西よりの風の頻度の合計は77.8％で
あった。
　「西部」ではSEが41.7％と最も多く，ESE，E，ENEが
それぞれ16.7％，SSEが8.2％となっており，東よりの風の
頻度の合計は100％，南よりの風の頻度の合計は66.6％で
あった。
　「東部＋西部」は2010年度に１事例しかなく，風向頻度
の解析の対象としなかった。
　「全域」ではSとSWがそれぞれ22.2％，SSEとESEが

2.4　発令地域パターン

　光化学オキシダント情報・注意報は複数の発令地域に
対して発令されることが多いことから，発令地域パターン
を表３に示したとおり，「中央部」，「中央部＋東部」，
「中央部＋西部」，「東部」，「西部」，「東部＋西部」，
「全域」の７パターンに分けて高倉山測定局の風向との関
連性を検討した。
　例えば，倉敷市と岡山市に発令された場合の発令地域
パターンは「中央部」，岡山市と備前市に発令された場
合は「中央部＋東部」，
倉敷市と笠岡市に発令
された場合は「中央部＋
西部」，備前市と赤磐市
に発令された場合は「東
部」，笠岡市と浅口市に
発令された場合は「西部」，備前市と井原市に発令された
場合は「東部＋西部」，倉敷市・岡山市・備前市・笠岡市
に発令された場合は「全域」とした。

３　結果及び考察
3.1　年度別の発令地域パターン割合

●：高倉山測定局　◎岡山県庁　○環境保健センター
図１　岡山県の地図（市区町村境界あり）

表３　県内の発令地域パターン

表４　年度別の発令地域パターン割合
発令地域パターン



岡山県環境保健センター年報　　19

４　まとめ
　2006年度から2011年度までの県南部の光化学オキシダン
ト情報・注意報の発令状況と風向について解析し，県南部
の発令日の発令地域パターンと高倉山測定局の風向に関連
性があるかどうかを検討した。
１）発令地域パターンの割合でみると６年間の合計では「中

央部」が最も多く54.4％，２番目に多いのは「中央部
＋西部」で 17.9％，３番目に多いのは「中央部＋東部」
9.8％であったが，年度によりばらつきがみられた。

２）各発令地域パターンにおける高倉山測定局の 13 時か
ら 15 時までの風向頻度にはそれぞれ特徴が認められ
た。

３）特に「中央部＋東部」では SW，「中央部＋西部」で
は SE の時に発令回数が多いことから，県南中央部か
らの風向時に発令頻度が高いことが示唆された。

４）高倉山測定局の風向は県内の発令地域パターンを
予想する指標の一つとなると考えられた。

それぞれ16.7％，SSWが11.1％などとなっており，南より
の風の頻度の合計は94.5％，東よりの風の頻度の合計は
44.5％，西寄りの風の頻度の合計は33.3％であった。
　「中央部」，「中央部＋東部」，「中央部＋西部」，
「東部」，「西部」，「全域」ともに南よりの風の頻度の
合計はほぼ70％以上となっており，海風の吹く日に発令が
多く，県南の工業地域の影響が示唆された。
　「東部」と「中央部＋東部」では南寄りの風の頻度に加
えて西よりの風の頻度が高いこと，「西部」と「中央部＋
西部」では南寄りの風の頻度に加えて東よりの風の頻度が
高いことから発令地域と風向との間に関連性があることが
示唆された。
　すなわち「東部」でSWが44.5％，「西部」でSEが41.7％
と非常に高い割合を占めることが特徴であった。また，
「中央部＋東部」でもSWが21.2％と１位であること，「中
央部＋西部」でもSEが20.0％と１位であることなどから，
ともに県南中央部からの風向時に発令頻度の高いことが示
唆され，高倉山測定局の風向は発令地域パターンを予想す
る指標の一つとなる可能性があると考えられた。

表５　発令地域パターン別の高倉山測定局の風向頻度（13時から15時まで）
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　最後に高倉山測定局の風向データの利用についてご協力
いただいた岡山市環境情報センターに感謝いたします。
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図２　発令地域パターン別の高倉山測定局の風向頻度グラフ


